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研究成果の概要（和文）：　本研究では、オンライン大学に入学した社会人を対象として学習継続要因を調査した結果
、以下のことが明らかになった。(1)ポジティブな要因としては、eラーニングでの受講形態、時間管理のスキル、学費
の工面や家族の協力がある。ネガティブな要因としては、孤独な学習環境が心理的・物理的距離感に影響を及ぼす可能
性が示唆された。(2)オンライン大学の学生は、学友とのつながりが、教員・教育コーチへのコミュニケーションに影
響を与える要因となる。これらの結果は生涯学習のためのeラーニングシステムを構築するための示唆となるだろう。

研究成果の概要（英文）：This research project focused on the factors to sustain learning motivation of 
the adult students of the online university. The research revealed that learning by videos, skills for 
time management, and supports from students' family effect positively, and psychological and physical 
loneliness affects negatively. Also it revealed that students having many friends in online courses 
communicate better with teachers and learning mentors.

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 生涯学習の方法の１つとして e ラーニン
グが期待されている。e ラーニングの一般的
な長所は，時間と場所の制約を超えた学習を
可能にすることだといわれている。このよう
な長所を備えた eラーニングが、これからの
生涯学習のニーズにどのように対応できる
のかを検討する研究が早急に必要となって
きている。 
(2) さらに、すでに卒業生を出している e ラ
ーニングによる通信教育課程をとりあげ、そ
の卒業生に対する追跡調査を行う必要性も
出てきている。 
 
２．研究の目的 
(1) インターネットを利用した e ラーニング
が一般化しつつある。こうした背景の元に、
成人教育学（Andragogy）が提示する成人学
習者の特徴（実用指向性、学習資源としての
社会経験、自己決定性）を考慮に入れた eラ
ーニングによるシステムとコースをデザイ
ンし、それを実践することによって、これか
らの学習社会における生涯学習の具体的な
１つのモデルを提示する。 
(2) すでに卒業生を出しているオンライン大
学をケースとして取り上げ、その卒業生に詳
細なインタビュー調査をすることによって、
オンライン大学のどのような点が卒業後の
生活やキャリアに影響を与えたのかを明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
(1)	
 調査は、X大学通信教育課程の在学生 825
名を対象とした。プレ調査は 2011 年 5 月 9
日～5 月 29 日、ポスト調査は 2011 年 8 月 4
日～9 月 7 日に行った。プレ調査、ポスト調
査ともにオンラインによる回答を求めた。	
 
	
 プレ調査では、大学での学習やコミュニケ
ーションに対してどの程度自信があるかを
たずねる自作の質問紙「学生生活自信尺度」
15 項目について、「1。まったく自信がない」
から「7。十分自信がある」の 7 件法で回答
を求めた。ここで不安の程度を直接たずねな
かったのは、回答者にネガティブな影響を与
えないためであった。そこで、不安が軽減さ
れれば自信が高まることにつながると考え
られるため、「自信」という文言を使った。
フェイスシートでは、性別、年齢、入学年度
をたずねた。	
 
	
 ポスト調査では、「学生生活自信尺度」及び
フェイスシートに加え、春学期のスタディス
キルの受講状況についても回答を求めた。ス
タディスキルの受講状況は、第 1 回から第 6
回までの各コンテンツについて、「視聴しな
かった」「視聴だけした」「視聴してホームワ
ークをした」のうち一つを選択してもらった。	
 	
 
プレ調査、ポスト調査ともに、LMS のアンケ
ート機能を使用して実施した。回答時間は、
プレ調査は約 7 分、ポスト調査は約 12 分で
あった。回答はいずれも無記名で行い、ラン

ダムな ID によってプレ・ポスト調査の回答
者の紐付けがされた。	
 
	
 
(2)	
 社会人学生が自己の人生の中で学びを
どのように捉え、どのような動機や学業継続
要因があったのか、また、大学の学びを通し
て得た意識変容をどのように認識していた
かについて、協力者の語りを通して詳細に聴
き取る必要がある。そのため、研究方法は質
的研究法とし、調査は半構造化面接法を用い
た。分析方法は、きわめて内省的な要素を含
むデータを扱うため、データに則してまとめ
ていく分析が適していると判断し、木下
（2007）の修正版グラウンデッド・セオリ
ー・アプローチ（以下、M-GTA）を採用した。	
 
	
 また、分析は聴き取り範囲の広さ、取得デ
ータの量、質問に対する回答の内容から、「入
学動機の分析」、「学業継続要因の分析」、「卒
業後の意識変容の分析」の３つに分けて行う
ことが適していると判断した。なお、分析対
象となる語りには、(1)協力者の心理的要素、
(2)協力者の実体験、(3)協力者を取り巻く他
者や諸環境にかかわる自己の物語が混在す
ることが考えられた。そこで、分析ごとに、
この３点の存在を意識しながら概念の抽出
を行った。また、協力者ごとの回答データを
もとに、M-GTA によって明らかにされた３つ
の分析結果を横断的に検討することとした。	
 
	
 
(3)	
 都市部近郊にあるｅラーニング授業を
中心としたオンライン大学（以下「e スクー
ル」と呼ぶ）を 2007 年～2013 年に卒業した
社会人学生 753 名を対象として調査を行なっ
た。回答期間は 2013 年６月１日～６月 30 日
（30 日間）であった。回答は大学の学習管理
システムのアンケート機能を用いて無記名
で行った。	
 
関・向後（2012a）の調査において、M-GTA 分
析による、社会人学生の大学在学時の学業継
続要因と阻害要因について抽出された結果
を参考に“入学して良かったこと”の 14 項
目を作成した。選択肢は“１。まったく良く
なかった”から“５。とても良かった”の５
件法であった。同様に“入学して大変だった
こと”の６項目を作成した。選択肢は“１。
まったく大変ではなかった”から“５。非常
に大変だった”の５件法であった。	
 
	
 つぎに、関・向後（2012b）の調査におい
て、M-GTA 分析による、社会人学生の卒業後
の意識変容の分析について抽出された結果
を参考に、“卒業後の自分自身に与えた影響”
の９項目を作成した。選択肢は“１。まった
く影響がなかった”から“５。非常に影響が
あった”の５件法であった。	
 
	
 また、e	
 スクールで学んだことの満足度を
評価する項目として、“e	
 スクール入学を他
の方に勧めたいか”を設定した。選択肢は“１。
まったく勧めたくない”から“５。とても勧
めたい”の５件法であった。	
 
	
 さらに、属性項目として、所属学科、性別、



年齢、勤務形態、家族形態、子どもの有無を
たずねた。	
 
	
 
４．研究成果	
 
(1)	
 e ラーニング制の社会人学生の、導入科
目の受講前後における大学での学びに対す
る自信について調査した。その結果、以下の
2点が明らかになった。	
 
	
 1)	
 新入生は、特に学習に対して不安を感
じている一方、大学で学ぶことに対する周り
の理解についてはそれほど不安を感じてい
ない。	
 
	
 2)	
 導入科目のホームワークを実施した学
生は、学習、大学内でのコミュニケーション、
大学で学ぶことに対する周りの理解への自
信が上昇した。	
 
このことから、入学直後に大学で学ぶ際のス
キルを導入教育で提供し、さらに実際に実習
してもらうことによって、学生が大学での学
びに対する自信を付けることに寄与できる
ことが示唆された。	
 
	
 
(2)	
 収集したデータは、３つの分析テーマを
設定した上で、テーマごとに、M-GTA の手法
に従い概念生成と具体例の抽出を行った。そ
の結果、以下のことが明らかになった。	
 
	
 1)入学動機の分析結果から、社会人の直接
的な入学動機には、内的動機と外的動機があ
り、両者が複合的に働いていることが示唆さ
れた。また、入学を決意させる条件としては、
学費、学習時間、家族の強い反対がない、ｅ
ラーニングであることが挙げられた。	
 
	
 2)学業継続要因の分析結果から、社会人の
学業には、学習行動と心理面、人間関係、物
理的・人的・制度的環境に関わる継続要因と
阻害要因が存在することが示された。また、
卒業に至った社会人は、阻害要因を最小限に
留め、継続要因を強化する思考や行動を取っ
ていた。	
 	
 
	
 3)意識変容の分析結果から、所定の単位を
取得して、大学を卒業した社会人は、大学で
の学びや経験を経たことにより、人生全般に
おいても種々の意識変容の認識があった。加
えて、社会人の意識は学習だけでなく、取り
巻く環境や他者との関係の影響を受けなが
ら、種々変容し、自己の目標の達成に繋がっ
ており、人生そのものにも意味をもたらして
いた。	
 
	
 以上の分析結果を横断的に検討した。その
結果、ｅラーニングで学ぶ社会人学生には、
教員やメンターとの密接なやり取り、学友コ
ミュニティとの関わりが重要であった。これ
らは、学生からも教員やメンターに支援の要
求や相談が可能なしくみ、学生同士が協調可
能な学習形態など、学生と学習支援担当者間、
さらに学生間のコミュニケーションを促す
機会を提供するｅラーニングにより実現可
能であることが示唆された。	
 
	
 
(3)	
 オンライン大学を卒業した社会人を対

象として、社会人になって学び直すことが、
卒業後にどのような影響を与えているのか
を調査した結果、以下のことが明らかになっ
た。	
 
	
 1)オンライン大学の満足度は、“学友との
交流”と“思考力とスキル”が身についたこ
とによって規定される。	
 
	
 2)“思考力とスキル”は“書くことの困難
さ”を体験することで達成されると同時に
“論文指導”も影響を与える。	
 
	
 3)在学中に。“時間管理の困難さ”を経験
することで時間管理のスキルが鍛えられ、卒
業後の“仕事とキャリア”に影響を与える。	
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